
様式第二号の十三(第八条の十七の二関係)

千葉県知事
　熊谷　俊人 殿

 提出者

住　所

氏　名

電話番号

 当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①

②

③

④

（日本産業規格　Ａ列４番）

特別管理
産業廃棄物の

一連の処理の工程

E16－化学工業

製品出荷額：：３００億円程度

約９００名

アルキド樹脂工程　※その他の工程は、別紙『工程図』を参照

令和６年6　月　17日

（第１面）

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

事 業 場 の 名 称

〒290-8585

特別管理産業廃棄物処理計画書

千葉県市原市八幡海岸通１２

代表取締役社長執行役員　池田　尚志

0436-41-4115

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の減
量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

ＤＩＣ株式会社　千葉工場

千葉県市原市八幡海岸通１２事 業 場 の 所 在 地

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで計 画 期 間

事 業 の 種 類

事 業 の 規 模

従 業 員 数



特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】　

現行分別方法の維持と徹底。

同上

①現状

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

廃棄物ステーション設置により、分別方法を明確化。

②計画

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

 ①現状

特別管理産業廃棄物の種類 別紙の通り

排　　　出　　　量

有価販売の促進による廃棄物発生の抑制

（第２面）

 ②計画

特別管理産業廃棄物の種類 別紙の通り

排　　　出　　　量



自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

t t

（今後実施する予定の取組 ）

【前年度（令和５年度）実績】　

【前年度（令和５年度）実績】　

同上

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 別紙の通り

自 ら 熱 回 収 を 行 う
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 中 間 処 理 に よ り 減 量 す る
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 別紙の通り

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 中 間 処 理 に よ り 減 量 し た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

有価販売の促進による廃棄物発生の抑制

（第３面）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 予定なし

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

非該当

自 ら 再 生 利 用 を 行 っ た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量



自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【前年度（令和５年度）実績】　

特別管理産業廃棄物の種類 別紙の通り

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再 生 利用 業者 への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

（第４面）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類 非該当

自 ら 埋 立 処 分
を 行 っ た
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

①現状

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 予定なし

自 ら 埋 立 処 分
を 行 う
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

有価販売の促進による廃棄物発生の抑制

【前年度（令和５年度）実績】　



【目標】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

（今後実施する予定の取組等）

　　※事務処理欄

【前年度（令和５年度）実績】　

（第５面）

②計画

特別管理産業廃棄物の種類 別紙の通り

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再 生 利用 業者 への
処 理 委 託 量

同上

認定熱回収業者以外の熱
回収を行う業者への処理
委 託 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

実務関係者に対する教育によって、円滑な廃棄物処理運用の維持

電子情報処理組織の使用
に関する事項

937.3 ｔ

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

排 出 量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。）



備考
　１  前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

　２　当該年度の６月30日までに提出すること。

　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入する
　　　こと。
　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請
　　完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ
　　事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　(3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了
　　するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む｡)を記入するこ
　　と。

　４　「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の
　　種類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管
　　理産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、
　　目標及び取組を記入すること。

　５　「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の
　　種類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業
　　廃棄物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入するこ
　　と。

　６　「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ご
　　とに、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び
　　清掃に関する法律施行令（以下「令」という。）第６条の14第２号に該当する者）への処理
　　委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関す
　　る法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定
　　熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実
　　績、目標及び取組を記入すること。

　７　「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生
　　量（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第２条の４第５号イからハまでに掲げるものをいう。）を
　　除く。）を記入すること。その量が50トン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使
　　用に関する取組等（情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関
　　する法律施行規則第８条の31の４に該当するときは、その旨及び理由を含む。）について記入
　　すること。

　８　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙の
　　とおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理
　　産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入
　　し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべ
　　き事項がないときは、「―」を記入すること。

　９　※欄は記入しないこと。

（第６面）



製造業
４．　製造工程図

各工程排水

植物油、脂肪酸

無水ﾌﾀﾙ酸 主排水溝

ｸﾞﾘｾﾘﾝ

関係会社 苛性ｿｰﾀﾞ、ﾘﾝ酸 荒取槽

ﾎﾟﾘｵｰﾙ類 調整槽

無水ﾌﾀﾙ酸 フェノール

フマル酸 沈殿池 イソブチレン

スチレン 硫　酸

中和槽

スチレン

アクリルエステル 凝集槽

酢酸ビニル

ﾒﾀｸﾘﾙ酸ｴｽﾃﾙ 浮上分離槽

フェノール

フェノール 曝気槽 ジイソブチレン

ホルマリン 硫　酸

クレゾール 沈殿池

苛性ｿｰﾀﾞ、ﾘﾝ酸

凝集槽 ＥＣＨorMECH

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ

尿素 沈殿池 苛性ｿｰﾀﾞ

ホルマリン

苛性ｿｰﾀﾞ、ﾘﾝ酸 急速濾過機

1.3-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ 脱　水

ｽﾁﾚﾝ ＰＴＸ

ＭＭＡ 放　流

ｱｸﾘﾙﾆﾄﾘﾙ 有機二塩基酸

(24)焼却 ﾎﾟﾘｱﾐﾝ

ｱｸﾘﾙ酸 各種産廃 関係会社

アクリルエステル ③ 脱水汚泥 メタノール

スチレン 焼却炉 空　気

ﾒﾀｸﾘ酸

⑧ 燃殻・煤塵⑨

脂肪酸 汚泥 紙屑 ガラス屑 廃プラ 薬剤

フェノール ③ ⑤ ⑥ ① 試験品

ホルマリン 廃酸 廃アルカリ

アミン類 ⑬ ⑫

ｲｿｼｱﾈｰﾄ類

ﾎﾟﾘｵｰﾙ類

ﾎﾟﾘｴｰﾃﾙ類 注）普通産廃は、①～⑯とする。特別管理産廃は①’～⑯’とする。

溶剤類 産廃分類番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
紙屑 ガラス屑 繊維屑 燃殻 煤塵

注１．製造品目、廃棄物の種類毎に工程図を記入すること。

注２．発生する廃棄物に番号をつけ、５．及び６．の廃棄物の番号と連動させること 産廃分類番号 ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑱’
廃石綿 ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 廃アルカリ 廃酸 保温屑 陶磁屑 木屑 感染性

(23)
共同汚水
処理施設

（１１）
ＰＴＢＰ

（１３）
ＴＢＣ

（１４）
エポキシ
樹脂

（９）
ポリウレタン

樹脂

（１５）
中空糸膜
製品

（１６）
製紙工業用
化学製品

（２１）
研究所（８）

ポリアミド
樹脂

（７）
アクリル
樹脂

（２０）
ホルマリン

廃プラ・廃
製品

廃溶剤・廃
油

濾過残・汚
泥・脱水汚
泥・残渣

金属缶・金
属屑・鉄骨

（１）
アルキド樹脂
/ﾛｼﾞﾝﾌｪﾉｰﾙ樹

脂

（２）
ポリエステル

樹脂

（３）
エマルジョン

樹脂

（４）
フェノール

樹脂

（５）
尿　素
樹脂

（６）
合成ゴム　ラ
テックス

反 応

反 応

反 応

反 応

反 応

反 応

反 応

溶 解

溶 解

取 出 出 荷

廃製品

濾過残

出 荷

出 荷

廃製品

濾過残、ｳｴｽ

取 出紙袋,ｳｴｽ

ｷｼﾛｰﾙ、ﾀｰﾍﾟﾝ

釜洗い

⑦

①

③

取 出取 出

①

石油缶、紙袋

溶 解

ｽﾁﾚﾝﾓﾉﾏｰ

出 荷

廃製品

濾過残、ｳｴｽ

取 出取 出

①

⑦

振動篩

取 出 濾過残

取 出

③

反 応

石油缶、紙袋

廃溶剤 ②②’

反 応 溶 解 出 荷

①

取 出

製品屑

粉 砕反 応

紙袋、ｳｴｽ ⑦
排水処理

出 荷

濾過残 ③

濾過残 ③

中和
処理

廃溶剤 ②②’

取 出

紙屑、ｳｴｽ、⑦

出 荷

③

ｽﾄﾘｯ
ﾋﾟﾝｸﾞ

取出調整 混合反 応

石油缶、ｳｴｽ, ⑦
⑤

出 荷

廃溶剤 ②②’ 廃水処理

廃製品 ①

①

廃製品

濾過残

①

増粘・
増量剤

濾過残 ③

取 出

取 出

出 荷

廃製品

出 荷

廃製品

取 出 出 荷

廃製品

①

①

①

濾過残 ③

反 応中 和蒸 留取 出出 荷

残 渣③③’

苛性ｿｰﾀﾞ

反 応蒸 留取 出出 荷

残 渣③

残渣・廃溶剤④②

反 応中 和取 出

濾過残

廃溶剤 釜洗い

リン酸

MIBK・ﾄﾙｴﾝ

廃製品 ①

紡糸巻 取出 荷

③

成形

紡糸巻 取出 荷

紡糸屑⑦

反 応濾 過出 荷

廃製品①

反 応吸 収精 製調 整

残 渣 蒸 留

成形

②②’

合成試験評価試験

⑤

⑤④ ⑦
③

③④ ⑤

⑤

⑤

④



実績状況報告書の通しナンバー ① ④ ⑤ ⑦ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

現状 or計
画

種別区分 報告書記載名称
排出量
【ton】

自ら中間処理した量
【ton】

④のうち熱回収を
行った量
【ton】

自ら中間処理により
減量した量
【ton】

直接及び自ら中間処
理した後の処理委託
量
【ton】

⑩のうち優良認定処
理業者への処理委託
量
【ton】

⑩のうち再生利用業
者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を行う
業者への処理
委託量

①現状 1_産廃 ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 0.8 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.8 0.0
①現状 1_産廃 混合廃棄物 8.3 0.0 0.0 0.0 8.3 8.3 8.3 0.0 0.0
①現状 1_産廃 汚泥 1791.1 64.0 64.0 59.5 1731.6 1536.4 1536.6 195.0 0.0
①現状 1_産廃 燃え殻 203.8 0.0 0.0 0.0 203.8 203.8 203.8 0.0 0.0
①現状 1_産廃 廃アルカリ 0.8 0.0 0.0 0.0 0.8 0.8 0.5 0.3 0.0
①現状 1_産廃 廃プラスチック類 2587.5 2538.0 2538.0 2359.4 228.1 199.8 228.0 0.1 0.0
①現状 1_産廃 廃酸 111.0 0.0 0.0 0.0 111.0 111.0 111.0 0.0 0.0
①現状 1_産廃 廃油 1525.9 1424.1 1424.1 1323.9 202.0 121.0 202.0 0.0 0.0
①現状 1_産廃 木くず 31.7 0.0 0.0 0.0 31.7 31.7 31.7 0.0 0.0
①現状 1_産廃 電池 0.7 0.0 0.0 0.0 0.7 0.7 0.7 0.0 0.0
①現状 1_産廃 水銀使用製品 0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 0.5 0.5 0.0 0.0
①現状 1_産廃 金属くず 0.01 0.00 0.00 0.00 0.01 0.01 0.01 0.00 0.00
①現状 1_産廃 集計 6262.1 4026.1 4026.1 3742.9 2519.2 2213.9 2323.0 196.2 0.0

①現状 2_特管 ばいじん（有害） 80.2 0.0 0.0 0.0 80.2 80.2 80.2 0.0 0.0
①現状 2_特管 特定有害産業廃棄物(PCB汚染物質) 18.9 0.0 0.0 0.0 18.9 18.9 18.9 0.0 0.0
①現状 2_特管 特定有害産業廃棄物(廃酸) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
①現状 2_特管 廃油(引火性) 856.9 9.6 9.6 8.9 848.0 568.3 568.6 279.4 0.0
①現状 2_特管 廃石綿等(飛散性) 0.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.0 0.0
①現状 2_特管 集計 956.2 9.6 9.6 8.9 947.3 667.6 668.0 279.4 0.0

②計画 1_産廃 ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 0.8 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.8 0.0
②計画 1_産廃 混合廃棄物 8.1 0.0 0.0 0.0 8.1 8.1 8.1 0.0 0.0
②計画 1_産廃 汚泥 1737.4 62.1 62.1 57.7 1679.7 1490.3 1490.5 189.2 0.0
②計画 1_産廃 燃え殻 197.6 0.0 0.0 0.0 197.6 197.6 197.6 0.0 0.0
②計画 1_産廃 廃アルカリ 0.7 0.0 0.0 0.0 0.7 0.7 0.5 0.3 0.0
②計画 1_産廃 廃プラスチック類 2509.9 2461.9 2461.9 2288.6 221.2 193.8 221.2 0.1 0.0
②計画 1_産廃 廃酸 107.7 0.0 0.0 0.0 107.7 107.7 107.7 0.0 0.0
②計画 1_産廃 廃油 1480.2 1381.4 1381.4 1284.2 195.9 117.4 195.9 0.0 0.0
②計画 1_産廃 木くず 30.8 0.0 0.0 0.0 30.8 30.8 30.8 0.0 0.0
②計画 1_産廃 電池 0.7 0.0 0.0 0.0 0.7 0.7 0.7 0.0 0.0
②計画 1_産廃 水銀使用製品 0.4 0.0 0.0 0.0 0.4 0.4 0.4 0.0 0.0
②計画 1_産廃 金属くず 0.01 0.00 0.00 0.00 0.01 0.01 0.01 0.00 0.00
②計画 1_産廃 集計 6074.2 3905.4 3905.4 3630.6 2443.6 2147.5 2253.3 190.3 0.0

②計画 2_特管 ばいじん（有害） 77.8 0.0 0.0 0.0 77.8 77.8 77.8 0.0 0.0
②計画 2_特管 特定有害産業廃棄物(PCB汚染物質) 18.3 0.0 0.0 0.0 18.3 18.3 18.3 0.0 0.0
②計画 2_特管 特定有害産業廃棄物(廃酸) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
②計画 2_特管 廃油(引火性) 831.2 9.3 9.3 8.6 822.6 551.3 551.6 271.0 0.0
②計画 2_特管 廃石綿等(飛散性) 0.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.0 0.0
②計画 2_特管 集計 927.5 9.3 9.3 8.6 918.9 647.6 647.9 271.0 0.0


